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う
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御
名
御
璽 

■
皇
祖
皇
宗
■ 

皇
祖 

天
照
大
御
神
様
ま
で
の
皇
統
譜
を
経
た
神
武
天
皇
ま
で
の
皇
統
譜 

皇
宗 

神
武
天
皇
以
降
の
歴
代
の
天
皇
陛
下 

 

■
徳
目
■

「

 

克
ク
忠
ニ 

克
ク
孝

ニ 

億
兆 

心
ヲ

一
ニ
シ
テ
」 

（

 

1

）
父
母
ニ
孝
ニ 

（

 

2

）
兄
弟

ニ
友
ニ 

（

 

3

）
夫
婦
相
和
シ 

（

 

4

）
朋
友
相
信
シ 

（

 

5

）
恭
儉
己
レ
ヲ
持
シ 

 
 
 
 
 

※
慎
み
深
さ
。 

（

 

6

）
博
愛
衆

ニ
及
ホ
シ 

 
 
 
 
 

※
平
等
愛
と
も
い
う
。 

（

 

7

）
學
ヲ
修
メ
業
ヲ
習
ヒ 

 

以
テ 

（

 

8

）
智
能
ヲ
啓
發
シ 

 
 
 
 
 
 

※
才
能
と
知
能
。 

（

 

9

）
德
器
ヲ
成
就
シ 

 
 
 
 
 
 

※
身
体
に
備
わ
っ
て
い
る
徳
と
器
量
。 

（

 

10

）
進
テ
公
益
ヲ
廣
メ
世
務
ヲ
開
キ 

（

 

11

）
常

ニ
國
憲
ヲ
重
シ
國
法
ニ
遵
ヒ 

（

 

12

）

一
旦
緩
急
ア
レ
ハ
義
勇
公
ニ
奉
シ 

 

以
テ 

（

 

13

）
天
壤
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
扶
翼
ス
ヘ
シ 

※
天
と
地
が
永
遠
に
続
く 

 

■
天
壤
無
窮
の
神
勅
■ 

 

瓊
々
杵
尊
が
天
孫
降
臨
さ
れ
る
時
、
天
照
大
御
神
様
か
ら
賜
っ
た
神
勅 

（

 

1

）
「

 

天
壌
無
窮
の
神
勅
」 

葦
原
千
五
百
秋
瑞
穂
の
国
は
、
是
、
吾
が
子
孫
の
王
た
る
べ
き
地
な
り
。 

爾
皇
孫
、
就
で
ま
し
て
治
ら
せ
。
行
矣
。
宝
祚
の
隆
え
ま
さ
む
こ
と
、 

当
に
天
壌
と
窮
り
無
け
む
。 

（
 

2

）
「

 

宝
鏡
奉
殿
の
神
勅
」 

吾
が
児
、
此
の
宝
鏡
を
視
ま
さ
む
こ
と
、
当
に
吾
を
視
る
が
ご
と
く
す
べ
し
。 

与
に
床
を
同
く
し
殿
を
共
に
し
て
、
斎
鏡
を
す
べ
し
。 

（

 

3

）
「

 
由
庭

（

 

ゆ
に
わ
）
稲
穂

（

 

い
な
ほ
）
の
神
勅
」 

吾
が
高
天
原
に
所
御
す
斎
庭
の
穂
を
以
て
、亦
吾
が
児
に
御
せ
ま
つ
る
べ
し
。 

 


